
　道立近代美術館の中でも高い人気を誇る《道産子追憶之巻》
は、公開期間が１年に１か月程度と限定されているため、い
つでも見られる訳ではありません。だからこそ敏文氏は父の
故郷でいつでも鑑賞できる環境を作りたいとの思いが募った
のかもしれません。岩橋ふるさと北辰振興会では、敏文氏と
道立近代美術館の全面協力の下、《道産子追憶之巻》の高精細
複製画（一億百万画素）を３年越しで再現。今回の特別展で
市に寄贈され、初のお披露目となります。ぜひ、全長 29m に
及ぶ大作をご覧ください。

【開館時間】10 時～ 17 時（最終入館は 16 時 30 分）
【休  館  日】毎週月曜日、９月 19 日㈫、10 月 10 日㈫
　　　　　 ※祝日は開館

【入  場  料】一般 500 円／高校生以下無料
【問  合  先】美術自然史館（℡ 23-0502）

【日　時】９月 16 日㈯　13 時 30 分～
【講　師】美術自然史館学芸員
【定　員】20 人

■ギャラリーツアー

【内　容】明苑中学校の美術部が特別展を
　　　　  テーマとした巨大画（縦 1.8 ｍ
　　　　  ×横 4.6 ｍ）を制作・展示

【展　示】９月 16 日㈯ ～（予定）

■ウェルカムアートの展示

河野のり子氏
高精細複製画の作成・校正

　滝川出身の日本画家・岩橋英遠。幅広い分野に挑み続けてき
た 70 年を超える画業をたどり、その芸術世界を紹介します。
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■講演会「英遠が描くー虹の記憶／
　　  〈道産子追憶之巻〉を中心として」

【日　時】10 月８日㈰　13 時 30 分～
【場　所】美術自然史館　ロビー
【講　師】河野　敏昭
　　　 　（美術自然史館学芸員）

【内　容】日本画の革新に取り組んだ前衛
　　　　  画家としての側面や、英遠が故
　　　　  郷をどう描いてきたかなど、そ
　　　　  の芸術世界の魅力を探ります。
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▲校正作業（道立近代美術館）

会長   早弓   弘行 さん

▲題名・制作年不明 ▲〈りんご園〉（制作年不明）
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NPO法人岩橋ふるさと北辰振興会のお二人にお話を伺いました。NPO法人岩橋ふるさと北辰振興会のお二人にお話を伺いました。
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理事  河野  のり子 さん
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